
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

祝  電

来
賓
出
席
者

自
由
民
主
党

大
阪
府
議
会
議
員

　
須
田　
　

旭

自
由
同
和
会

中
央
本
部

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

京
都
府
本
部

中
央
本
部

佐
賀
県
本
部

中
央
本
部

中
央
本
部

中
央
本
部

千
葉
県
本
部

中
央
本
部

福
岡
県
本
部

中
央
本
部

長
崎
県
本
部

岡
山
県
本
部

兵
庫
県
本
部

東
京
都
本
部

奈
良
県
本
部

大
分
県
本
部

　
上
田
藤
兵
衛

　
野
口　

賢
二

　
平
河　

秀
樹

山
口　

勝
広

木
村　
　

仁

上
田　

信
輝

栗
原　

英
明

幡
司　

貴
光

山
口  

晃
弘

井
上　

正
義

久
米　

弘
信

庄
司　

大
祐

　
副

会

長

会

長

会

長

副

会

長

会

長

事
務
局
長

事
務
局
次
長

総
務
委
員
長

会

長

組
織
委
員
長

会

長

人
侵
委
員
長

会

長

会

長

会

長

副

会

長

事
務
局
長

事
務
局
次
長

自由同和会大阪府本部 第40回大会開催される

　
麻

生

太

郎

松

川

る

い

　

　

　
し
か
た
松
男

須
田
あ
き
ら

　
西

村

昭

三

中
田
フ
ィ
ッ
シ
ュ

川
上　

高
幸

上
田
藤
兵
衛

八
木
橋
聖
一

本
原　

克
己

榎
本　

淳
広

堺　
　
　

一

佐
藤　

貴
子

自
由
民
主
党

（
国
会
関
係
）

自
由
民
主
党　

最
高
顧
問

参
議
院
議
員

（
大
阪
府
議
会
）

大
阪
府
議
会
議
員
団
幹
事
長

自
由
民
主
党
青
年
局
中
央
常
任
委
員
会
議
長

大
阪
府
議
会
議
員

（
大
阪
市
議
会
）

市
民
ク
ラ
ブ
大
阪
市
会
議
員
団

（
堺
市
議
会
）

自
由
民
主
党
堺
市
堺
区
支
部
支
部
長

自
由
民
主
党
東
京
都
参
議
院
比
例
区

第
十
九
支
部　

支
部
長

（
自
由
同
和
会
）

中
央
本
部
会
長

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
長

東
京
都
本
部
会
長

中
央
本
部
副
会
長

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
長

京
都
府
本
部
会
長

神
奈
川
県
本
部
会
長

埼
玉
県
本
部
会
長

和
歌
山
県
本
部
会
長

愛
知
県
本
部
会
長

新
潟
県
本
部
会
長

　

令
和
７
年
７
月
６
日
（
日
）
午
後
１
時
よ
り
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
に
於
い
て
、「
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第

40
回
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

中
村
昭
彦
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
畑
中
幸
司
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、【
令
和

７
年
１
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
第
７
回
会
議
で
、「
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
（
第
二
次
）
中
間
試
案

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
間
試
案
で
の
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
の
項
で
は
、「
特
別
措
置
法
に
基
づ

い
て
様
々
な
施
策
を
講
じ
た
結
果
、
劣
悪
な
生
活
環
境
が
差
別
を
再
生
産
す
る
よ
う
な
状
況
は
大
き
く
改
善
さ
れ
、

ま
た
、
差
別
意
識
解
消
に
向
け
た
教
育
や
啓
発
も
推
進
さ
れ
る
一
方
、
情
報
化
の
進
展
等
に
伴
い
、
部
落
差
別
（
同

和
問
題
）
に
関
す
る
状
況
が
大
き
く
変
化
し
た
」
と
、
差
別
の
実
態
と
は
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
こ
と
で
私
ど
も
が

強
く
削
除
を
求
め
た
「
依
然
と
し
て
根
深
く
存
在
し
て
い
る
」
と
の
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
の
常
套
句
は
削
除
さ

れ
ま
し
た
。

　

行
政
に
よ
る
啓
発
及
び
様
々
な
人
権
施
策
、
ま
た
我
々
の
積
極
的
な
運
動
の
成
果
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
が
解

消
さ
れ
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
同
和
対
策
事
業
の
再
行
な
ど
、
法
の

間
違
っ
た
解
釈
に
よ
る
条
例
の
制
定
等
は
断
固
と
し
て
阻
止
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
人
権
救
済
を
行
う
国
家
行
政
組
織
法
の
第
３
条
委
員
会
で
あ
る
「
人
権
委
員
会
」
の
設
置
を
中
心
と
す

る
新
た
な
「
人
権
擁
護
法
案
」
の
成
立
を
求
め
、
大
阪
府
本
部
と
し
て
、
運
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。】
と
宣

言
致
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
27
回
参
議
院
議
員
選
挙
比
例
代
表
候
補
者
、
中
田
フ
ィ
ッ
シ
ュ
候
補
に
推
薦
状
を
授
与
後
一
言
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
ご
祝
辞
を
自
由
民
主
党
須
田
旭
大
阪
府
議
会
議
員
・
続
き
ま
し
て
大
阪
府
知
事
（
府
民
文
化
部

人
権
局
人
権
擁
護
課
長
川
村
哲
也
様
代
読
）・
大
阪
市
長
（
市
民
局

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
長
堀
田
大
地
様
代
読
）・
堺
市
永
藤
英
機

市
長（
市
民
人
権
局
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
部
長
濱
伸
子
様
代
読
）・

最
後
に
自
由
同
和
会
中
央
本
部
を
代
表
し
て
、
中
央
本
部
副
会
長
・

自
由
同
和
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
・
京
都
府
本
部
会
長
の
上
田
藤

兵
衛
様
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
記
念
公
演
と
し
て
大
阪
企
業
人
権
協
議
会
特
任
講
師

（
大
阪
府
人
権
擁
護
士
）
金
井
敬
三
講
師
よ
り
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
人
権
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
移
り
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
重
博
文
筆

頭
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
、
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第
40
回

大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

（1）2025年（令和7年）7月25日（毎月25日発行） 1987年（昭和62年）9月5日第3種郵便物認可
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自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第
40
回
大
会
行
政
出
席
者 ―

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

祝　電
（
大
阪
府
関
係
）

大
阪
府
知
事

（
市
町
村
関
係
）

大
阪
市
長

堺
市
長

豊
中
市
長

泉
大
津
市
長

枚
方
市
長

高
石
市
長

阪
南
市
長

羽
曳
野
市
長

大
阪
狭
山
市
長

岸
和
田
市
長

摂
津
市
長

河
内
長
野
市
長

貝
塚
市
長

四
條
畷
市
長

寝
屋
川
市
長

永

藤

英

機

長

内

繁

樹

南

出

賢

一

伏

見　
　

隆

畑

中

政

昭

上

甲　
　

誠

山
入
端　

 

創

古

川

照

人

佐

野

英

利

嶋
野
浩
一
朗

西

野

修

平

酒

井　
　

了

銭

谷　

翔

広

瀬

慶

輔

川
村　

哲
也

谷
川　

裕
子

堀
田　

大
地

寺
見　

隆
彦

濱　
　

伸
子

坂
本　

誉
子

六
波
羅
善
一

田
中　
　

豪

今
橋　

章
吾

中
原　

純
義

横
山　

尚
明

深
澤　
　

智

山
口
ゆ
か
り

塔
本　

浩
史

小
篠　

俊
文

平
野　

晃
之

京
谷　

寛
子

東
谷　

恭
良

笹
野　

貴
広

大
西　

一
弘

尾
上　

知
代

湯
川　

清
春

佐
々
木
由
美

箕
面
市
長

八
尾
市
長

柏
原
市
長

東
大
阪
市
長

藤
井
寺
市
長

交
野
市
長

田
尻
町
職
務
代
理
者

田
尻
町
総
務
部
長

忠
岡
町
長

岬
町
長

能
勢
町
長

豊
能
町
長

太
子
町
長

島
本
町
長

熊
取
町
長

河
南
町
長

千
早
赤
阪
村
長

原

田　
　

亮

大

松

桂

右

冨

宅

正

浩

野

田

義

和

岡

田

一

樹

山

本　
　

景

米

良

鋼

造

是

枝

綾

子

田

代　
　

堯

岡

田

正

文

上

浦　
　

登

田

中

祐

二

山

田

紘

平

藤

原

敏

司

森

田

昌

吾

菊

井

佳

宏

　

自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第
40
回
大
会
の
ご
盛
会
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
大
阪

府
政
の
推
進
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
貴
本
部
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
同
和
問
題
は
も
と
よ
り
、
様
々
な
人
権

課
題
の
解
決
に
向
け
、
積
極
的
な
取
組
み
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
、
匿
名
性
を
悪
用
し
た
誹
謗
中

傷
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
同
和
問
題
に
関
し
て
差
別
を
助
長
・
誘
発
す
る
行
為

や
個
人
情
報
の
暴
露
な
ど
、
人
権
に
関
わ
る
問
題
が
多
数
発
生
し
、
深
刻
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
に
つ
い
て
、
今
年
の
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
た
「
情
報
流
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
対
処
法
」
の
運
用
状
況
を

注
視
す
る
と
と
も
に
、
府
の
条
例
に
基
づ
き
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
不

当
な
差
別
的
言
動
に
係
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
事
業
者
等
へ
の
削
除
要
請
や
、
発
信
者

等
へ
の
説
示
・
助
言
に
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。併
せ
て
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
を
幅
広
く
受
け
付
け
る
相
談
窓
口

「
ネ
ッ
ト
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
に
お
い
て
、
相
談
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
必
要
な

助
言
や
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、
人
間
と
し
て
幸

せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
で
す
。
現
在
、
大
阪
・
夢
洲
で
開
催
中
の
２
０

２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
８
月
に
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、
互
い

を
尊
重
し
合
う
社
会
の
実
現
に
向
け
て
対
話
す
る
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開

さ
れ
る
「
平
和
と
人
権
」
の
テ
ー
マ
ウ
ィ
ー
ク
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
阪

府
と
し
ま
し
て
も
、
そ
の
時
機
に
あ
わ
せ
、
８
月
１
日
に
万
博
会
場
に
お
い
て
、

来
場
者
が
楽
し
み
な
が
ら
平
和
や
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
な
る
啓
発
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権
課
題
に
対
応
し
な
が

ら
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
豊
か
な
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
の
更
な
る
ご
発
展
と
、
本
日
お
集
ま
り

の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第
40
回
大
会
の
開
催
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
堺
市
の
人
権
施
策
を
は
じ
め
、
市
政
の
各
般
に
わ
た

り
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
差
別
の
撤
廃
と
人
権
意
識
の
確
立
に
向

け
て
長
年
に
わ
た
り
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
年
は
「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」
か
ら
60
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。
こ

の
間
、
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
平
和
と
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
の
実
現
の
た

め
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、「
人
権
擁
護
都
市
宣
言
」
や
「
平
和
と
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
い
て
様
々
な
差
別
の
解
消
に
向
け
た
人
権
施
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、市
政
運
営
の
大
方
針
で
あ
る「
堺
市
基
本
計
画
２
０
２
５
」

の
基
本
姿
勢
に
「
多
様
性
〜D

iversity

〜
」
を
掲
げ
、「
平
和
と
人
権
の
尊
重
」

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」「
多
文
化
共
生
」の
視
点
を
持
っ
て
各
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
各
地
で
紛
争
な
ど
に
よ
り
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
、
人
々
の
尊
厳
や
基
本
的
人
権
が
損
な
わ
れ
る
出
来
事
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第
40
回
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と

を
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
の
皆
様
方
に

は
、
平
素
か
ら
大
阪
市
政
の
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
や
部
落
差
別
を
助
長
、 

誘
発
す

る
よ
う
な
情
報
の
発
信
、 

女
性
や
高
齢
者
、 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
性
的
少
数
者
に

関
す
る
偏
見
、 

外
国
人
住
民
と
の
共
生
に
か
か
る
課
題
、 

多
様
で
複
雑
な
人
権

課
題
へ
の
対
応
が
引
き
続
き
求
め
ら
れ
お
り
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
組
み
が
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
皆
様
方
が
、 

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
、 

多
年
に
わ

た
り
人
権
課
題
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、 

深
く
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
す
。
大
阪
市
と
し
ま
し
て
も
、「
大
阪
市
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
条
例
」 

の
も
と
、 

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
市
民
の
皆
様
方
と
力
を

合
わ
せ
て
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
、 

あ
ら
ゆ
る
人
権
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、 

施
策
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
職
員
に
よ
る
差
別
発
言
に
対
し
て
も
、
断
固
た
る
姿
勢
で
差
別
の
根
絶

に
取
り
組
む
べ
く
、
人
権
研
修
を
充
実
・
強
化
す
る
な
ど
再
発
防
止
を
推
し
進

め
て
お
り
、
職
員
の
人
権
意
識
の
さ
ら
な
る
向
上
に
向
け
、
不
断
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、現
在
、「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、「
大
阪
・

関
西
万
博
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

万
博
は
、
文
化
交
流
な
ど
に
よ
り
海
外
と

の
つ
な
が
り
が
生
み
出
さ
れ
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
今
後
50
年
、 

100 
年
と
続

い
て
い
く
レ
ガ
シ
ー
に
も
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
万
博
を
機
に
大

阪
・
関
西
の
成
長
・
発
展
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
市
政
運
営
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
大
会
が
実
り
多
い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
自
由
同
和
会

大
阪
府
本
部
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
和
と
人
権
は
深
く
関
わ
っ
て
お
り
平
和
の
維
持
が
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
年
は
戦
後
80
年
を
迎
え
ま
す
。
本
市
で
は
、
堺
大
空
襲
を
体
験
し
た
語
り

部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」
が
ご
高
齢
に
よ
り
活
動
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
戦
争
体
験
者
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら

平
和
へ
の
思
い
を
次
の
世
代
が
語
り
継
ぐ
「
次
世
代
の
語
り
部
育
成
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
る
催
し
な
ど
を
通
じ
て
、

改
め
て
平
和
の
尊
さ
を
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
も
、
多
様
化
す
る
人
権
課
題
に
対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
市
民
の

皆
様
が
こ
れ
か
ら
も
堺
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
に
も

夢
と
希
望
が
持
て
る
都
市
で
あ
る
よ
う
に
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は

本
市
人
権
行
政
に
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
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